
【取組内容①】 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながるクラウド活用（１／２）

米子市立東山中学校（鳥取県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

１．本実践のねらい
生徒が「生涯にわたって自ら学び続けられる」力を獲得するために、「教師が分かりやすく学習内容を教える授業」から「生徒自身が情報活用

（探究のプロセスで培った）のスキルを駆使して、“自分のペースを尊重されながらも、必要に応じて協働的”に学習内容を学びとる体験のできる授
業」へと授業観を転換した実践を行うとともに、それを広めていくこと。

２．実践内容
2-1.課題設定

授業開始時に「クラスルーム」から自分の進度に合わせた課題を選択する（
早く学習課題を達成する生徒の要望に応じて、次の時間の授業内容をアップロ
ードすることもある）。次に、本時の「学習課題」とその「評価規準（簡単な
ルーブリック）」を確認する。このタイミングで、生徒はスプレットシートに
入力を始める（図２）。評価規準の下にスクロールして「授業の手順（学習課
題の解決に向けたプロセスを例示）」を確認する（図１）。また、クラスルー
ムにはスプレットシートや課題解決の情報源となる資料、それをまとめるジャ
ムボード（白紙共有・他者参照）のリンクも貼り付けてある（図２） 。

2-2.情報収集
学習課題の解決や学習内容の理解に向けて「教科書・Web・動画・先生」な

どから情報源を選択して情報を収集する。このとき、生徒は教師からミニ授業
を受けるか、個人で取り組むか等、自分の学習方法も選択できる（図３） 。

クラスルーム
授業の流れ

図１ クラスルームに提示している授業の流れと各種リンク

図２ スプレットシート（学習進度、まとめ、振り返りの共有） 図３ 授業前半の風景（学習方法の選択：個人 or 授業）


